
　　　　　　

宇治市観光振興計画アクションプランの今後の進め方
戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

宇
治
茶

①ＪＲ宇治駅を
降りたら「お茶
の香り」の演
出

ＪＲ宇治駅前観光案
内所に、お茶を焙じ
る機械を設置し、茶ど
ころ宇治ならではの
香りの演出をします。

観光協会
行政

26実施
継続中

・平成26年9月からJR宇治駅前観光案内所にて本格実施
・JR宇治駅構内での実施を依頼

・平成26年9月からJR宇治駅前観光案内所、及び観光セン
ターにて継続実施中
・JR宇治駅の取り組みとして、宇治駅構内にて新茶の季節に
香り出し機設置中(土日、及び各月8日)

観光客からは「良いお茶の香りがする」という声があり、今後も
引き続き実施していきたい。

宇
治
茶

②宇治茶を活
かしたサービ
スや宇治茶の
まちを感じさ
せる演出

宇治茶を感じさせる
演出や給茶スポット
の設置等、宇治茶を
活かしたサービスや
演出を進めます。

事業者等
観光協会
行政

継続

・「宇治茶の普及とおもてなしの心の醸成に関する条例」を制
定
・地元観光事業者や商店街、茶業関係者にて構成される「平
等院鳳凰堂落慶記念事業実行委員会」にて、平成26年4月5
日から5月6日までの土日祝にJRと京阪の両宇治駅前にて「無
料茶接待と宇治茶一煎パックの配布」を実施
・平成26年10月5日に宇治茶まつり実施

・【新規】京都文教大学の協力による「宇治茶接待・観光キャン
ペーン」を夏～秋頃に市外にて実施予定
・【新規】4月より宇治観光ボランティアガイドクラブによる「宇治
茶巡りガイドツアー」開始
・文教大学、府茶協同組合、宇治観光まちづくり会社、観光協
会により、4月土日、及び5月ＧＷに宇治茶無料接待を実施
・宇治茶まつり継続実施（平成27年10月4日実施予定）

宇治茶接待でのお出迎えは観光客から好評を得ており、今後
も時期を捉えて協働実施していきたい。また市外においても実
施し、誘客に繋げていく必要がある。
宇治茶巡りガイドツアーについては、毎回ほぼ定員に達するよ
うな状況であり、「お茶の京都」「日本遺産」との連携について
も検討していきたい。

宇
治
茶

③市営茶室・
対鳳庵での高
級茶の提供

市営茶室・対鳳庵で
通常茶と高級茶の2
種類のお茶を提供
し、それぞれの良さを
味わえる取り組みを
検討します。

観光協会
行政

26実施
継続中

・平成26年4月より濃茶と薄茶、玉露と煎茶のセットメニュー及
び、お点前体験メニューを追加
・26年度入席者数：22,335人（前年比157％）対鳳庵開席以降
最多
・22,335人うち、外国人5,499人（全体の3割）

・追加メニュー広報の継続実施

提供メニューも増え、平成26年度は過去最高の入席者数と
なった。今後は新メニューの定着に向けて引き続き広報を
行っていくとともに、宇治市観光協会、宇治市茶道連盟との連
携を密にして取り組んでいきたい。

宇
治
茶

④宇治茶の郷
づくり構想の
推進

京都府の宇治茶の郷
づくり構想の推進によ
り、宇治茶の歴史や
文化、景観など各種
資源や体験などを結
び付け、宇治茶歴史
街道を活用した観光
誘客に努めます。

事業者等
観光協会
行政

継続

・宇治茶の郷づくり協議会の事業として、「宇治茶歴史街道
ウォーク」の実施、「宇治茶カフェ」認定店舗によるスタンプラ
リーの実施、将来の宇治茶ファンを育てる｢お茶育」の推進に
かかるイベントを実施

・宇治茶の郷づくり協議会の事業として、「宇治茶歴史街道」
の活用、「宇治茶カフェ」の利用拡大支援、「お茶育」の推進に
かかるイベントの実施や、「宇治茶ムリエ」の育成、「日本遺産」
を通じた地域活性事業の推進を予定

「日本遺産」に認定されたことを受け、新たな取り組みを実施
する必要がある。

宇
治
茶

⑤舟茶席の啓
発

お茶どころ宇治だか
らこそ味わえる、宇治
川とお茶席とのコラボ
レーションである舟茶
席の魅力の啓発に努
めます。

観光協会
29

利用者増

・「舟茶席」を市のＨＰに掲載
・ＮＨＫ京都放送局制作の地方ドラマ内において放映された
・春の実績…3団体、計59名、秋の実績11団体、計579名

・春の実績…計13名
・秋の実施期間は、10月～11月

よりイメージが湧くようなPRを実施できるよう改善していく必要
がある。

宇
治
茶

⑥宇治茶の歴
史・文化を伝
える施設の整
備

史跡宇治川太閤堤
跡歴史公園の中で、
茶摘み等ができる施
設や、宇治茶の歴
史・文化を紹介する
情報発信施設を整備
します。

行政
29

設計・整
備

・施設の事業内容の検討を行い、事業者の募集に向けて資料
作成に取り組み始めた。国の補助金申請のため「宇治橋周辺
地区都市再整備計画」を作成。

・(仮称)宇治川太閤堤跡歴史公園整備運営事業の実施方針
の策定、及び公表

PFI方式による民間活力を活用した効率的かつ効果的な整
備・運営の実現に向けて取り組んでいきたい。

１．宇治茶ブランド活用戦略
１－１　宇治茶に染める観光の推進
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

宇
治
茶

⑦宇治茶に関
する情報発信
の強化

全国に向けて宇治茶
の情報発信をすると
ともに、茶摘みやお
点前等の宇治茶体験
施設や宇治茶スイー
ツマップ等、宇治茶
に関する着地型情報
の発信を強化しま
す。

事業者等
観光協会
行政

継続

・京都府山城広域振興局にて、「京都やましろスイーツパス
ポート」を立命館大学と連携して発刊(発行部数2万部)
・宇治茶の郷づくり協議会により、「宇治茶の郷メールマガジ
ン」を発行
・京都府において、「お茶の京都」クーポン付パンフレットを発
行(発行部数10万部)
・宇治市観光パンフレットを改定し、宇治茶のページを充実(印
刷部数7万部)

・宇治茶の郷づくり協議会の事業として、各種事業を展開予定
・「お茶の京都」推進事業として、宇治茶の歴史や文化をテー
マとしたツアーの実施、ホテルでの宇治茶のおもてなし、旅行
雑誌を活用した情報発信等

今後も広報宣伝の中に宇治茶や宇治茶スイーツに関する情
報を取り入れて、積極的に情報発信していく必要がある。
国内向け、インバウンド対策のいずれの情報発信においても、
宇治茶の記事を掲載するとともに、ＨＰやＳＮＳにおいても宇治
茶の魅力を発信していきたい。

宇
治
茶

⑧宇治茶を
使ったスイー
ツコンテストの
実施、新しい
名物の開発

宇治茶を使ったス
イーツコンテストを実
施し、新しい宇治の
名物となるお土産品
等の開発に努めま
す。

事業者等 継続
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、第
2回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治を実施

・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、4
月4日に第3回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治
を開催

宇治ならではの取り組みとして定着するよう、実行委員会の取
り組みを引き続き支援していく必要がある。

宇
治
茶

⑨「宇治の
朝」の魅力を
体感できる宿
泊プランの検
討

朝霧のかかる宇治川
沿いを歩くなど神秘
的な体験と、宇治茶
を活用した朝食にス
ポットを当てたプラン
を検討します。

事業者等
27
実施

・朝食にスポットを当てたプランについて、旅館組合で検討 ・朝食にスポットを当てたプランについて、旅館組合で検討
引き続き旅館組合等事業者に検討いただくとともに、「宇治の
朝」の魅力を視覚的に発信していく必要がある。

宇
治
茶

⑩宇治茶を
使ったご当地
グルメの開発

既成概念にとらわれ
ない、宇治茶を使っ
た新しいご当地グル
メを開発し、一同に集
めた販売等を検討し
ます。

事業者等
27

合同販売

・【新規】宇治商工会議所によるご当地グルメ開発委託事業の
実施（有志事業者）（2月18日に説明会、3月18日に第１回ワー
クショップを実施）
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、第
2回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治を実施

・宇治商工会議所によるご当地グルメ開発委託事業の継続実
施（有志事業者）（4月22日に第2回ワークショップ、5月27日に
第3回ワークショップを実施し、計5回を実施予定）
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、4
月4日に第3回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治
を開催

引き続き、グルメ開発に取り組んでいただく。商品化に向けて
取り組み、新たな宇治の名物として販売されることを目標とし
たい。

宇
治
茶

⑫“宇治茶”
の世界遺産登
録へ向けた取
り組み

宇治茶を後世に伝え
宇治茶ブランドの価
値を高めるため、茶
業関係者を中心に地
域全体で取り組みを
進め、“宇治茶”の世
界遺産登録を目指し
ます。

事業者等
市民
行政

継続
・平成26年10月5日宇治茶まつり開催
・宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォームによる、Ｎ
ＰＯと連携した宇治茶の認知、普及活動

・国内の「世界文化遺産暫定リスト」入りをめざし、5月末に文
化庁へ提案書提出
・宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォームによる、Ｎ
ＰＯと連携した宇治茶の認知、普及活動

宇治茶の世界文化遺産登録推進プラットフォームに参画し、
地域一体となった取り組みを推進する必要がある。

宇
治
茶

⑬宇治茶の消
費拡大に向け
た取り組み

宇治茶の消費拡大を
図るとともに、市民が
宇治茶を楽しむ機会
の拡充に努めます。

事業者等
行政

継続
・「宇治新茶・八十八夜茶摘みの集い」や「市民茶摘みのつど
い」等の各種イベントでのお茶の無料接待、キャンペーンの実
施、宇治茶まつり、条例制定記念「碾玉」ふるまい

・【新規】市内産宇治茶ブランド化推進事業として、27年度に
委託実施
・【新規】宇治茶おもてなし推進事業として、市内外での茶接
待や、市役所職員向けのお茶の淹れ方研修、庁内会議等に
て宇治市産茶葉を使用したお茶を提供すること等の取り組み
を実施

各年齢層において宇治茶の喫茶が定着するよう、教育サイド
の取り組みをはじめ、宇治茶の無料接待など、宇治茶試飲の
機会拡大に努めたい。

１－２　宇治茶を活かした新たな食文化の開発・提供

１－３　宇治茶を守り、後世に伝える事業の推進
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

観光
資源

①世界遺産ブ
ランドとの連
携

世界遺産である平等
院と宇治上神社が持
つ文化的な価値を保
全するとともに、その
ブランド力と連携した
集客に努めます。

事業者等
観光協会
行政

継続

・地元観光事業者や商店街、茶業関係者にて構成される「平
等院鳳凰堂落慶記念事業実行委員会」にて、平等院落慶、
平等院落成、宇治上神社奉祝のぼりを設置
・平成26年10月30日に、平等院及び、宇治市観光協会、宇治
市茶生産組合の協力のもと、市民向け「平等院夜間拝観と市
内産抹茶による接待」を実施(募集人数2,142人のうち、200名
を招待)

・【新規】香港ウォーカー・台湾ウォーカーへの記事掲載（平等
院、宇治市の共同掲載）
・【新規】宇治市観光協会による、宇治版ブックインブック作成
（「ことりっぷ」を予定）の支援
・宇治上神社の協力のもと、宇治上神社夜間拝観と宇治茶接
待を予定

旅行雑誌やパンフレットへの記事掲載や、市民観光ディの取
り組みによる市民に向けた魅力発信等の取り組みによって、よ
り連携を深めていきたい。

観光
資源

②豊富な歴史
遺産の活用

市内には黄檗山萬福
寺や三室戸寺のほか
多数の社寺仏閣があ
ります。それぞれの特
徴や歴史、ストーリー
を活かした観光振興
や周遊性を高める取
り組みを検討します。

事業者等
観光協会
行政

継続 ・各社寺等に関する情報収集や連携・調整 ・各社寺等に関する情報収集や連携・調整
各社寺との連携を深め、四季折々の各社寺の魅力をタイム
リーに情報発信する必要がある。

観光
資源

③宇治橋上
流景観の保
全・整備

宇治市を代表する景
観の一つである宇治
橋上流の景観を保全
しつつ、防災や観光
振興の観点から国が
実施している宇治川
の改修事業を推進し
ます。

行政
27完成
↓延期
30完成

・国土交通省による宇治川改修事業について、塔の島地区の
整備に関するアンケート結果を踏まえた整備計画の策定
・宇治市観光協会と宇治観光まちづくり会社の共催にて宇治
川サクラプロジェクトを実施し、宇治川右岸朝霧緑地伐採等を
実施

・宇治市観光協会と宇治観光まちづくり会社の共催による宇
治川サクラプロジェクトとして、冬の時期に植樹を実施予定

引き続き、宇治川サクラプロジェクトに対する支援を行っていく
必要がある。

観光
資源

④歴史的風
致の維持向上
に資する事業
の推進

宇治の風情を守り後
世に引き継ぐため、
歴史的風致維持向
上計画に基づく各種
事業を推進します。

事業者等
観光協会
市民
行政

継続
・施設の事業内容の検討を行い、事業者の募集に向けて資料
作成に取り組み始めた。国の補助金申請のため「宇治橋周辺
地区都市再整備計画」を作成。

・(仮称)宇治川太閤堤跡歴史公園整備運営事業の実施方針
の策定、及び公表

ハード整備とともに地域一体となったソフト事業を推進し、歴史
的風致の維持向上に努める必要がある。

観光
資源

⑤大吉山公
園の再整備

市街地が見渡せる大
吉山の展望台や休憩
施設等の再整備を検
討します。

行政
26
未了

・関係課による調整・検討 ・関係課による調整・検討
展望台からの良好な眺めを維持するため、引き続き樹木剪定
等を必要に応じて実施するとともに、関係課との協議を進め、
大吉山からの展望の魅力を発信する必要がある。

観光
資源

⑥源氏ろまん
事業をはじめ
とする源氏物
語関連事業の
推進

源氏ろまん事業をは
じめ、これまで進めて
きた源氏物語のまち
づくりを推進していき
ます。

事業者等
観光協会
市民
行政

継続
・宇治十帖スタンプラリー、紫式部文学賞・紫式部市民文化賞
の贈呈式等、源氏ろまん事業を実施

・宇治十帖スタンプラリー、紫式部文学賞・紫式部市民文化賞
の贈呈式等、源氏ろまん事業を実施

引き続き、今までからの源氏ろまん事業を推進しつつ、新しい
提案や事業内容があれば取り入れていきたい。

２－１　世界遺産等の歴史遺産の活用

２－２　自然・景観の保全・活用

２－３　源氏物語のまちづくりの推進

２．豊富な観光資源の保全・活用戦略
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

観光
資源

⑦源氏物語
ミュージアム
集客対策の強
化

源氏物語の魅力を観
光客にもわかりやすく
PRするとともに、各種
イベント等との連携を
図り集客力の強化に
努めます。

行政 継続
・企画展等を通じてミュージアム独自の集客強化
・商店街等との連携による集客強化

・情報発信の強化とインバウンド対応の強化
・京都市嵐山の時雨殿と連携による共同企画展を実施(9/30-
11/29)

現在の事業に加え、観光客に向けた誘客強化にも努めたい。

魅力
向上

①史跡宇治
川太閤堤跡
歴史公園の整
備

太閤堤の遺構の再現
展示や宇治茶に関す
る体験施設、歴史・文
化を紹介する施設の
整備とともに、来訪者
が憩える広場や休息
施設を備えた公園を
整備します。

行政
29

設計・整
備

・「（仮称）宇治川太閤堤跡歴史公園整備とその周辺のまちづ
くり」、「宇治橋周辺地区都市再生整備計画」を作成

・(仮称)宇治川太閤堤跡歴史公園整備運営事業の実施方針
の策定、及び公表

PFI方式による民間活力を活用した効率的かつ効果的な整
備・運営の実現に向けて取り組んでいきたい。

魅力
向上

②舟運活用の
研究

大阪城から伏見を伝
い、宇治までの舟運
航路の研究や舟運観
光の可能性を検討し
ます。

事業者等
観光協会
行政

27
方針決定

・舟運活用に向けた課題等の整理 ・舟運活用に向けた課題等の整理
船上からの風景を視覚化するなどして、舟運の魅力と課題を
引き続き検討する必要がある。

魅力
向上

③「宇治の
朝」の魅力を
体感できる宿
泊プランの検
討（再掲）

朝霧のかかる宇治川
沿いを歩くなど神秘
的な体験と、宇治茶
を活用した朝食にス
ポットを当てたプラン
を検討します。

事業者等
25
実施

・朝食にスポットを当てたプランについて、旅館組合で検討 ・朝食にスポットを当てたプランについて、旅館組合で検討
引き続き旅館組合等事業者に検討いただくとともに、「宇治の
朝」の魅力を視覚的に発信していく必要がある。

魅力
向上

④歴史・ストー
リーを活用し
た観光振興

宇治市にまつわる歴
史・ストーリーや市街
地として国内で初め
て国選定を受けた文
化的景観のまち並み
を活用した新しい観
光コース等を作成し
ます。

観光協会
市民
行政

26実施
継続中

・宇治観光ボランティアガイドクラブの協力のうえ、宇治茶に関
する観光コースについて検討

・【新規】4月より宇治観光ボランティアガイドクラブによる「宇治
茶巡りガイドツアー」開始
・【新規】観光サイン再整備計画の策定（現在プロポーザルに
よる業者選定中）

茶巡りガイドツアーは毎回ほぼ定員に達する状況であり、好評
を得ている。今後は「お茶の京都」「日本遺産」との連携を深め
る必要がある。また、他のテーマによるツアーも検討したい。

魅力
向上

⑤観光動画コ
ンクールの実
施

四季折々の宇治市の
素晴らしい風景や各
種イベント等の動画
を募集、コンクールを
行い、優秀作品につ
いては観光PRに活用
します。

観光協会
市民
行政

26実施
継続中

・平成26年11月15日に、市の魅力発信にかかる高校生動画コ
ンクール実施（申込件数：23件）

・第2回動画コンクールを実施予定
引き続き動画コンクールを開催することで、若い感性による宇
治の魅力発信に努め、観光ＰＲのためのコンテンツとして活用
したい。

３．観光コンテンツの開発と魅力向上戦略

３－１　新たな観光コンテンツの開発
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

魅力
向上

⑥フィルムコ
ミッションの設
立

映画やテレビドラマ、
ＣＭ等のロケ撮影を
支援し、映像化による
宇治市のイメージアッ
プを図ります。

事業者等
観光協会
行政

27
支援

・平成26年7～9月にNHK京都発地域ドラマ「鵜飼いに恋した
夏」の制作協力
・アニメ「響け！ユーフォニアム」の視察協力
・ロケスポット京都との連携

・【新規】4月から放送中の宇治市を舞台としたアニメ「響け！
ユーフォニアム」をテーマとし、京都文教大学や観光事業者と
連携した取り組みを検討
・日本テレビ「満天☆青空レストラン」のロケ協力(6月13日放送
予定)

ＮＨＫドラマやアニメ、その他テレビ番組等の作品には協力を
行ってきている。京都市や府下市町村との繋がりを持てる「ロ
ケスポット京都」との連携を深め、今後も市内ロケ地情報を増
やしていく必要がある。

魅力
向上

⑦スポーツ観
光の推進

太陽が丘との連携や
宇治川周辺道路を活
用したランニング、
ウォーキング等の取り
組みを推進します。

観光協会
行政

27
方針決定

・「宇治茶と源氏物語」スイーツイベント実行委員会と宇治観光
土産品組合の共催による太陽が丘での各種イベント・スイート
リレーマラソン等を通じた連携（589チーム、4,400人参加)
・「宇治茶と源氏物語」スイーツイベント実行委員会により、第2
回ドラゴンボート大会の開催(44チーム、約530人参加)
・宇治川マラソン大会の実施(2860人参加)

・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、4
月19日に第3回スイートリレーマラソンを開催(645チーム、
4,500人参加)
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、5
月10日に第3回ドラゴンボート大会を開催(48チーム、約576人
参加)
・バダス、サウンドクリエイター、ＦＭＫＹＯＴＯ主催により、7月4
日、5日に京都大作戦を開催(来場者数約2万人)
・宇治川マラソン大会の実施（約3,000人予定)

スイートリレーマラソンやドラゴンボートは今年で3回目の開催
となるなど、市内において様々なスポーツイベントが近年開催
されている。各イベントが宇治ならではのイベントとして定着す
るよう支援を行う必要がある。

魅力
向上

⑧宇治川沿
いや塔の島等
へのベンチ等
の設置

歩いて宇治を散策さ
れている方が、ほっと
一息をつける場所の
増設を検討します。

行政
27完成
↓延期
30完成

・宇治川改修に伴う宇治公園の改修に際して憩いの場づくり
の要望を検討

・宇治川改修に伴う宇治公園の改修に際して憩いの場づくり
の要望を検討

河川改修工事が長引いているが、この改修を機会としてベン
チの設置が行えるよう要望を行う必要がある。

魅力
向上

⑨商店街合
同のスタンプ
ラリーの実施

観光客の多い中宇治
地域の商店街等が連
携したスタンプラリー
を実施します。

事業者等
観光協会

継続

・京阪電車による、京阪電車沿線商店街スタンプラリーの実施
・宇治商工会議所、商店街による、「３商店街を巡って“おうじ
ちゃまグッズ”をもらおうキャンペーン」（10月）、「おうじちゃまス
タンプラリー」（1月）の実施

・3商店街主催による合同企画、「おうじちゃまスタンプラリー」
実施を検討

これまでから商店街が主体となって様々なスタンプラリー企画
を実施されており、今後も引き続き実施のお願いをするととも
に、支援を行う必要がある。

魅力
向上

⑩周遊性を高
めるための仕
掛けの検討

主要な観光スポットだ
けでなく、商店街周
辺を歩いてもらうよう
な仕掛け等を検討し
ます。

事業者等
観光協会
行政

継続

・平等院表参道商店街企画による「藤の花展示」、宇治橋通企
画による「ええもんわんさか市」、「笑顔がいっぱいわんさか
フェスタ」の実施
・地元観光事業者や商店街、茶業関係者にて構成される「平
等院鳳凰堂落慶記念事業実行委員会」にて、平等院落慶、
平等院落成、宇治上神社奉祝のぼりを設置
・京都府において、「お茶の京都」クーポン付パンフレットを発
行(発行部数10万部)

・3商店街主催による合同企画、「おうじちゃまスタンプラリー」
実施を検討

「お茶の京都」や「日本遺産」との連携を深めることで、周遊性
を高める取り組みを検討したい。

魅力
向上

⑪観光商店
街の活性化

地元住民だけでなく
観光客をターゲットに
した商店街等の魅力
を高め、まち歩きを楽
しんでいただける商
店街づくりを通じた地
域の活性化を目指し
ます。

事業者等 継続

・平等院表参道商店街企画による「藤の花展示」、宇治橋通企
画による「ええもんわんさか市」、「笑顔がいっぱいわんさか
フェスタ」の実施
・地元観光事業者や商店街、茶業関係者にて構成される「平
等院鳳凰堂落慶記念事業実行委員会」にて、平等院落慶、
平等院落成、宇治上神社奉祝のぼりを設置
・京都府において、「お茶の京都」クーポン付パンフレットを発
行(発行部数10万部)

・平等院表参道商店街企画による「藤の花展示」、宇治橋通企
画による「ええもんわんさか市」、「笑顔がいっぱいわんさか
フェスタ」を実施予定

免税店やWi-Fiの整備に対する補助を行うことで、地域の活性
化を支援していきたい。
また、「お茶の京都」や「日本遺産」との連携を深めることで、
周遊性を高める取り組みを検討したい。

３－２　歩く宇治観光の推進

３－３　観光事業者（商店街・個店）の魅力向上の推進
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

魅力
向上

⑫魅力的なお
土産・食事の
開発強化

各店舗において、魅
力的なお土産やお食
事のメニューの開発
強化に努めます。

事業者等 継続

・【新規】宇治商工会議所によるご当地グルメ開発委託事業の
実施（有志事業者）（2月18日に説明会、3月18日に第１回ワー
クショップを実施）
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、第
2回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治を実施

・宇治商工会議所によるご当地グルメ開発委託事業の継続実
施（有志事業者）（4月22日に第2回ワークショップ、5月27日に
第3回ワークショップを実施し、計5回を実施予定）
・「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテスト実行委員会により、4
月4日に第3回「宇治茶と源氏物語」スイーツコンテストin宇治
を開催

引き続き、グルメ開発に取り組んでいただく。商品化に向けて
取り組み、新たな宇治の名物として販売されることを目標とし
たい。

魅力
向上

⑬異業種間
連携等による
割引サービス
の実施

各商店街をはじめ、
駐車場、鉄道事業
者、寺社仏閣、宿泊
施設等に協力を得
て、セット券等割引
サービスの普及に努
めます。

事業者等
観光協会

継続
・実態把握に向けて観光協会等と調整
・京阪電車による1dayチケットの販売（H26年4月1日～H28年3
月31日）、「宇治・伏見　水と歴史のクイズラリー」の実施

・実態把握に向けて観光協会等と調整
・京阪電車による1dayチケットの販売（H27年4月1日～H28年3
月31日）

イベント時や事業者企画での割引サービスはあるが、通年・市
全体での割引サービスを実施できていないのが現状である。
事業者の協力を得て、実現に向けた検討を行う必要がある。

魅力
向上

⑭各店独自の
情報発信力の
強化

各店舗がそれぞれ個
性的で行ってみたい
と思わせるＨＰやフェ
イスブック等の作成に
力を入れるとともに、
取材等には積極的に
対応し、情報発信に
努めます。

事業者等 継続 ・各店舗における情報発信の実施。 ・各店舗における情報発信の実施。
効果的な情報発信の手法について知識を得る機会を設けら
れるよう努めたい。

お
も
て
な
し

①観光ボラン
ティアガイドの
有効活用

観光ボランティアガイ
ドの活動を支援する
とともに、観光客の生
の声を観光協会、事
業者等に伝え、情報
共有に努めます。

事業者等
観光協会
市民
行政

継続
・平成26年5月3日～6日のGW期間中に、京阪宇治駅で臨時
案内所を設置
・宇治観光ボランティアガイドクラブによる第5期生の養成

・【新規】4月より宇治観光ボランティアガイドクラブによる「宇治
茶巡りガイドツアー」開始

市と宇治観光ボランティアガイドクラブとの情報共有を強めると
ともに、宇治市観光協会を通じ、各店舗への観光客の生の声
の情報発信ができる形を模索する。

お
も
て
な
し

②「(仮）市民
観光デイ」の
制定

市民に宇治市の良さ
を知ってもらい、ふる
さと意識や観光客を
歓迎する意識の醸成
を図るため、各施設
やお店で市民割引を
設ける等官民一体と
なった取り組みを行
います。

事業者等
観光協会
市民
行政

27
実施

・平成26年10月30日に、平等院、宇治市観光協会、宇治市茶
生産組合の協力のうえ、市民向け「平等院夜間拝観と市内産
抹茶による接待」を実施

・宇治上神社の協力のもと、宇治上神社夜間拝観と宇治茶接
待を予定

寺社だけではなく「観光宇治」を市民に実感してもらえるような
コンテンツの掘り起しが必要。また、観光事業者との連携も進
めていく必要がある。

お
も
て
な
し

③市民向け宇
治の魅力体験
講座等の拡充

市民が宇治市の魅力
を体感し理解を深め
ていただける講座等
を拡充し、おもてなし
意識の啓発に努める
とともに、市民が観光
まちづくりに参画でき
るような仕組みづくり
について検討しま
す。

観光協会
市民
行政

継続

・ボランティアガイドによる「ガイドが語るやさしい宇治の歴史」
講座、鳳凰大学「観光宇治のあゆみ」（講師として、宇治観光
ボランティアガイド参加）
・平成26年10月30日に、平等院及び、宇治市観光協会、宇治
市茶生産組合の協力のもと、市民向け「平等院夜間拝観と市
内産抹茶による接待」を実施

・宇治上神社の協力のもと、宇治上神社夜間拝観と宇治茶接
待を予定

平成26年度に実施した、市民向け「平等院夜間拝観と市内産
抹茶による接待」は多くの市民の方に関心をいただき、好評で
あった。このような宇治の魅力体験の機会は、今後も設けてい
きたいと考える。また、各観光団体との連携を深め、情報の把
握に努めていきたい。

４．おもてなしの心を持った人材育成・環境整備戦略

４－１　おもてなし力・市民意識の向上
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

お
も
て
な
し

④学校教育に
おける、宇治
の歴史や文
化、観光に触
れる機会の強
化

学校教育の中で、宇
治の歴史・文化、また
観光の重要性につい
て啓発していきます。

観光協会
市民
行政

継続

・京都文教大学開催の、ともいきフェスティバルにて宇治学の
成果を発表
・各小学校において茶協同組合による茶香服体験や宇治観
光ボランティアガイドクラブによる講座等を実施

・総合的な学習の時間「宇治学」において、小学校3年生「宇
治茶」6年生「大好きなまち宇治（観光等）」をテーマに副読本
作成
・宇治で育ち宇治の将来を担う本市の児童生徒に宇治茶とお
もてなしの心を養う学習を進められるよう、各小学校に抹茶茶
碗、抹茶等を配布する。

「宇治学」を通じ、宇治の自然、歴史、文化を学び、「ふるさと
宇治」に誇りを持ち、また地域や社会の一員としての自覚を
持った「あすの宇治」をつくる人材となるよう教育の充実に努め
たい。

お
も
て
な
し

⑤インバウン
ド対策の強化

訪日外国人観光客
（インバウンド）対策と
して両替サービスや
通訳サービスのほ
か、協議会の設立
等、総合的な対策を
進めていきます。

事業者等
観光協会
行政

26
実施

・宇治市観光協会による、香港現地旅行エージェントへのプロ
モーション、春節の駅前コンシェルジュの実施

・宇治商工会議所、宇治市観光協会による、台湾でのキャン
ペーン実施(4月17日～21日)
・【新規】香港ウォーカー・台湾ウォーカーへの記事掲載（平等
院、宇治市の共同掲載）
・【新規】「おもてなし京都・宇治」観光パンフレット英語版作成
・【新規】観光協会におけるインバウンド対策人材雇用の活用

免税店の開業支援やWi-Fi整備、観光案内サインの外国語表
記など、受け入れ態勢の充実を図っていく必要がある。

お
も
て
な
し

⑥おもてなし
講座や優良
おもてなし認
定制度の検討

店舗等のおもてなし
力アップに向けた講
座の実施や優良おも
てなし認定制度等の
発足を検討します。

事業者等
観光協会

26
実施

・観光協会による、消費税免税店開業に向けた支援(15店舗)・宇治商工会議所による、おもてなし講座の実施
今後については、外国人観光客への対応の講座など、ソフト
面での支援を拡充していく必要がある。

お
も
て
な
し

⑦観光案内
板・道標の再
整備

観光案内板等につい
て、外国語表記の追
加等再整備のガイド
ラインを策定し、景観
に配慮した整備を行
います。

行政
28
整備

・既設案内板の整理も含め、どのような手順で進めていくか検
討
・先進地視察（鳥羽市・京都市）

・【新規】観光サイン再整備計画の策定（現在プロポーザルに
よる業者選定中）

重複したサインやデザインの不統一が宇治の観光案内サイン
の課題であり、国・府・市その他団体と調整を図りながら不要な
サインの撤去や統一されたデザインの導入などを行う必要が
ある。

お
も
て
な
し

⑧京阪宇治
駅周辺におけ
る観光案内所
の新設

宇治川太閤堤跡に整
備する施設内での情
報発信機能を含め、
京阪宇治駅周辺での
観光案内所の新設を
検討します。

行政
29

設計・整
備

・施設の事業内容の検討を行い、事業者の募集に向けて資料
作成に取り組み始めた。国の補助金申請のため「宇治橋周辺
地区都市再整備計画」を作成。

・(仮称)宇治川太閤堤跡歴史公園整備運営事業の実施方針
の策定、及び公表

PFI方式による民間活力を活用した効率的かつ効果的な整
備・運営の実現に向けて取り組んでいきたい。

お
も
て
な
し

⑨観光案内
機能の強化

観光センターや観光
案内所をより観光客
が利用しやすい環境
整備に努めるととも
に、ＷｉＦｉ環境の整備
やスマートフォン等を
活用した観光案内の
充実に努めます。

観光協会
行政

27
実施

・ＪＲ宇治駅前観光案内所及び観光センターの看板を目につ
きやすい表示に更新

・【新規】観光センターにおける案内機能の再整備
・【新規】店舗のWi-Fi整備への支援

観光センターにおける案内機能の再整備については、効果的
な在り方について観光協会と調整を図っていく。
平成27年度より京都府の補助を活用し、Wi-Fiの設置支援を
開始したところであるので、今後は更に周知を図り、導入店を
増やしていきたい。

お
も
て
な
し

⑩民間駐車
場での観光案
内強化

駐車場における観光
案内機能の強化を図
り、車での来訪者に
対する情報提供の充
実に努めます。

事業者等
観光協会
行政

25
実施

・平成25年度に実施した観光ボランティアガイドによる民間駐
車場における観光案内の実績を鑑み今後の方向性を検討

・駐車場施設での観光案内パンフ等の配布 駐車場施設での観光案内パンフレット等の配布

４－２　観光案内の充実
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

お
も
て
な
し

⑪交通渋滞
解消に向けた
検討

交通渋滞解消に向
け、パークアンドライ
ドや県通りの一方通
行等の社会実験な
ど、交通政策の面か
らさまざまな取り組み
を検討します。

行政
27

方針決定

・民間駐車場等の現状把握を行い、関係課と対策について検
討
・平成26年5月3日～6日のGW期間中に、市役所駐車場無料
開放

・市役所駐車場の開放及び、市役所までのルート案内（5月2
日～6日実施、秋の観光シーズンにも予定）
・生長の家の協力のうえ宇治市観光協会による臨時駐車場の
実施（5月3日～6日）及び、宇治武田病院第3駐車場のＨＰで
の公開
・【新規】駐車場マップ作成（4月1日～5月31日まで市HPで公
開、秋の観光シーズンにも予定）
・【新規】観光交通対策調査（交通政策課）

平成27年度のGWに行った有料駐車場のマップの公開につい
ては好評であり、今後も有料駐車場運営会社の協力を頂きつ
つ、継続していく必要がある。
また、宇治武田病院第3駐車場へのルートが分かりにくく、秋
の観光シーズン前にマップの改良と、誘導方法の検討が必
要。

お
も
て
な
し

⑫観光シーズ
ンにおける駐
車場の確保の
検討

観光シーズンの駐車
場不足を解消するた
め、市役所駐車場等
の活用やさまざまな
取り組みを検討しま
す。

行政
26実施
継続中

・平成26年5月3日～6日のGW期間中に、市役所駐車場無料
開放

・市役所駐車場の開放及び、市役所までのルート案内（5月2
日～6日実施、秋の観光シーズンにも予定）
・生長の家の協力のうえ宇治市観光協会による臨時駐車場の
実施（5月3日～6日）及び、宇治武田病院第3駐車場のＨＰで
の公開

平成27年の秋についても、今年度から始めた庁舎駐車場へ
の誘導を継続しつつ、来客用駐車場を保有する施設の事業
への協力を求める。

お
も
て
な
し

⑬店舗トイレ
の一般開放制
度の検討

観光シーズンのトイレ
不足を解消するた
め、店舗トイレの一般
開放制度を検討しま
す。

事業者等
行政

26
実施

・店舗トイレの一般開放に関する研究結果をふまえ、イラスト
マップにトイレの表記を目立つよう変更

・今後の方向性を検討

平成25年度に行った事業者へのアンケートの結果、「公衆トイ
レの周知」が不十分である事が浮き彫りとなった。
今後は案内サインへの掲載や分かり易いマップへの掲載方法
などについて検討を進めていく。

お
も
て
な
し

⑭安全な観光
地づくりの推
進

災害時の観光客の避
難誘導方法の確立
等、安全な観光地と
しての取り組みを進
めます。

事業者等
観光協会
行政

27
実施

・災害時応援協定締結（宗教法人「生長の家」ほか） ・観光地災害マニュアル策定に向けた調査
マニュアルの策定に向け、災害発生時に想定される帰宅困難
者についての人数等について、調査を行う。

お
も
て
な
し

⑮快適で優し
い観光地づく
りの推進

観光バリアフリーの取
り組みや観光地にふ
さわしいトイレへの改
修等、観光客が快適
に過ごせるための取
り組みを推進します。

事業者等
観光協会
行政

27
実施

・観光地の公衆トイレの改修について関係課と調整 ・観光地の公衆トイレの改修について関係課と調整
観光地のトイレはその場所の「イメージ」に直結しており、対策
は重要であることからも他市の事例や、トイレ事業者からの情
報収集をはかり、対策を検討していく。

４－３　安全・快適に市内を観光できる環境の整備
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

情報
発信

①効果的な情
報発信のあり
方の検討・実
施

全国への情報、近畿
圏への情報、宇治に
来訪されてからの情
報等、それぞれの
ニーズに応じた情報
発信に努めます。

観光協会
行政

継続

・宇治川の鵜飼の鵜のヒナ誕生(6月29日)、シンポジウムの実
施(2月28日)
・おうじちゃま、全国ゆるキャラグランプリ5位入賞
・観光動画「旅の星」の作成支援

・【新規】宇治市観光協会による、宇治版ブックインブック作成
（「ことりっぷ」を予定）の支援
・平等院表参道商店街による「トビケラ対策」のステッカー作成

平成26年度は鵜のヒナ誕生やおうじちゃまのゆるキャラグラン
プリ上位入賞など大きな出来事のおかげで、結果として様々
なメディアで宇治の情報が取り上げられる機会が多かった。
平成27年度は国の地方創生予算を活用し、全国販売の書籍
に宇治市版ブックインブックを作成するなど、宇治のPRに向け
て新たな取り組みを推進していく。今後も効果的な情報発信を
行っていきたい。

情報
発信

②時代に応じ
たＩＣＴ技術を
活用した情報
発信

時代に応じた新しいＩ
ＣＴ技術を活用した
情報発信を行い、利
用者等を通じた情報
発信の拡大に取り組
みます。

観光協会
市民
行政

継続
・市ＨＰの充実と観光協会フェイスブック等の充実を実施
・３商店街合同イベントにて情報発信事業を検討
・宇治市公式フェイスブックの稼働(3月2日より)

・宇治市公式フェイスブックの継続稼働
・宇治市キャンペーングッズの作成及び活用

平成26年度は3商店街合同によるアプリケーションを活用した
イベントの開催など、新たな手法で情報発信を行うことができ
た。今後も新たなICT技術を活用し、情報発信の拡大に取り組
んでいきたい。

情報
発信

③鉄道事業
者や情報媒
体への情報提
供・連携強化

鉄道事業者や旅行
情報誌等を活用し、
全国等に向けて宇治
の魅力を情報提供す
るとともに連携強化に
努めます。

観光協会
27
実施

・宇治商工会議所、宇治市観光協会との共同による、JR西日
本・京阪・近鉄へ春にトップセールスを実施
・JRにて春と秋に平等院・宇治上神社についての車内アナウ
ンスを実施
・京阪電車による、平成26年春「おうじちゃまエキスプレス」の
運行

・鉄道等関係機関との連携

各種イベント広告について、鉄道事業者への依頼を継続的に
行い、連携強化に努める必要がある。
宇治の魅力発信とともに立地条件（京都市からの近さ）もア
ピールしていく必要がある。

情報
発信

④高速道路の
サービスエリ
アや京都駅等
での宇治土産
の設置拡充

宇治の土産品を宇治
市以外で購入できる
場を設け、観光都市・
宇治の啓発に繋げて
いきます。

事業者等
27
実施

・阪神高速道路株式会社主催による「お京さんと秋さんぽ－阪
神高速京都線に乗って－」の実施
・阪神高速道路の協力の下泉大津ＰＡでのパンフレット設置

・ＮＥＸＣＯ等との連携検討
事業者の積極的な活動が可能となるよう、情報提供に努める
必要がある。

情報
発信

⑤京都総合
観光案内所
「京なび」にお
ける宇治観光
案内の強化

京都へ来られた観光
客を宇治に呼び込む
ため、「京なび」での
宇治の取り扱いの強
化を働きかけます。

観光協会
行政

27
実施

・観光協会で作成するポスターの掲示等、宇治への誘客ＰＲ
の強化

・観光協会で作成するポスターの掲示等、宇治への誘客ＰＲ
の強化

「京なび」は非常に多くの観光客が利用する観光案内の拠点
的施設であり、観光客に宇治に興味を持っていただき、足を
運びたくなるようなパンフレットの陳列やポスター掲示に努める
必要がある。

情報
発信

⑥京都・伏見
と連携したプ
ロモーション
の実施

宇治のお茶、伏見の
お酒とそれぞれの特
徴を活かした観光プ
ロモーションを、交通
事業者等とも連携し
て実施します。

事業者等
観光協会
行政

継続

・京阪電車による1dayチケットの販売（H26年4月1日～H28年3
月31日）、「宇治・伏見　水と歴史のクイズラリー」の実施
・文教大学でのCOC「地域連携まちづくり研究会」にて検討
・京都市との意見交換を実施

・京都文教大学と協働したCOC研究
・伏見稲荷、伏見との連携・企画検討

伏見と宇治のセットでのプロモーション活動を継続して行い、
様々な機会で連携した広報活動を行う必要がある。

５－２　観光プロモーションの強化

５．情報発信力向上戦略

５－１　情報発信力の強化
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戦略 アクションプラン 事業内容 実施主体 目標年度等 平成26年度実績 平成27年度実績及び予定 今後の取り組み

情報
発信

⑦宇治市版
「MICE」の推
進

太陽が丘や大学等を
目的に来られた来訪
者にも宇治の観光を
楽しんでいただけるよ
う連携を図ります。

事業者等
観光協会
行政

継続
・太陽が丘や大学等を通じて観光パンフレット等を配布しても
らうよう依頼

・生き物文化誌学会により、生き物文化誌学会宇治例会が開
催された（5月16日）
・太陽が丘実施イベントでの観光PRや宇治茶のPRを実施（ス
イーツイベント、宇治川マラソン等）

引き続き太陽が丘や大学等を通じて観光情報パンフレット等
の配布を依頼する必要がある。

情報
発信

⑧宇治茶の郷
づくり構想の
推進（再掲）

京都府の宇治茶の郷
づくり構想の推進によ
り、宇治茶の歴史や
文化、景観など各種
資源や体験などを結
び付け、宇治茶歴史
街道を活用した観光
誘客に努めます。

事業者等
観光協会
行政

継続

・宇治茶の郷づくり協議会の事業として、「宇治茶歴史街道
ウォーク」の実施、「宇治茶カフェ」認定店舗によるスタンプラ
リーの実施、将来の宇治茶ファンを育てる｢お茶育」の推進に
かかるイベントを実施

・宇治茶の郷づくり協議」の事業として、「宇治茶歴史街道」の
活用、「宇治茶カフェ」の利用拡大支援、「お茶育」の推進にか
かるイベントの実施や、「宇治茶ムリエ」の育成、「日本遺産」を
通じた地域活性事業の推進を予定

「日本遺産」に認定されたことを受け、新たな取り組みを実施
する必要がある。

情報
発信

⑨ＪＲ奈良線
の名称変更
（愛称設定）
の検討

ＪＲ奈良線の名称につ
いて、より親しみやす
い愛称を設定するこ
とについて検討しま
す。

事業者等
市民
行政

27
方針決定

・ＪＲ西日本へのトップセールスにて愛称設定の検討を要望
・ＪＲ奈良線複線化促進協議会の参加団体等と愛称設定の具
体化に向けて検討

ＪＲ奈良線複線化促進協議会の参加団体等とＪＲ西日本との具
体化に向けた意見の集約調整を進めていく。

放ち鵜飼プロジェクト
観光協会
行政

27
検討実施

・宇治市観光協会で飼育している宇治川の鵜飼のウミウにヒナ
が誕生し、「うみうのウッティー」として広報活動等実施

・宇治市観光協会にて、手縄を使用せずに行う「放ち鵜飼」の
実施を検討

現在は、どの鵜飼開催地でも実施されていない「放ち鵜飼」の
実現に向けて、そのプロジェクトの支援を行っていく。

その他
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